
史的風致形成建造物 指定台帳 

指定番号 13 名称 郷土参考館土蔵 

指定年月日 令和２年３月 11 日 所在地 栃木市倭町 355 番地３ 

所有者氏名 栃木市長 大川秀子 所有者住所 栃木市万町９番 25号 

建築年代 

（根拠） 

弘化３年（1846）以前

建築（墨書） 
規模・構造 木造 瓦葺 ２階建 

特徴等 

 大通りの西側、母屋と土蔵、母屋北側に庭がある。 

 土蔵（文庫蔵）は、２階建、切妻・妻入で瓦葺である。軒瓦には屋号紋が見られる。

小屋組は中引梁が１本で屋根直下に組まれる古い形式である。梁には墨書があり、年

号と大工「渡辺蔵人宗睦、子息吉蔵」の名が見られる。白漆喰塗で２階には観音開き

窓が付く。 

 江戸時代に坂倉家（旧脇本陣、屋号井筒屋）が質商を営んだ建物で、日光例幣使街

道に関する古文書等も残されている。 

 現在は、文化施設として活用しており、栃木市の歴史資料をはじめ、市内から出土

した石器、栃木の産業、瓦や下駄作りの道具、民俗資料等を展示している。 

形成する歴史的風

致（指定理由） 

 商家町栃木にみる歴史的風致（栃木の山車祭りにみる歴史的風致） 

 山車祭りの舞台である歴史的な町並みを構成する建造物であり、歴史的建造物が建

ち並ぶ町並みを背景に山車が巡行する。 

備考  

 

 



 

郷土参考館 案内図 

 

配置図 


